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まさに妖捨山の「後期高齢者医療制度」
4月から二度日の年金示弓1きが鮒、る「後

各地で批判の声が爆発し、槻京の火のごとく励言っ
ていきました。・どうして、こんなに一一二気に燃え広が
ったのでしょう。

75歳というだけで噸薄稿齢者」と呼さ軌今
までの医療保顔から追い出されて「人一人全員から
死Bbまで傍顔料を取り立てる。しかも取りっぱく甘し
めない方法で、年金から容赦なく取り立て、年金天

引き対象外のノ人d酬£保擬正を鱒り上げ、
資格証明書が発行されますも

これまで75歳以上の高齢者は、老人保健制度の
対象者として、国が医療に責任を持ンつことになって
いて、保険証の取り上げが禁止されていました。と
ころが、4月から老人探勝掛壌止され、暇期高
僻胤導入により、傑拶面白7）取り上げが可
能になったのですこ現在、高すぎる国保棋力据
保険証を取り上げられた人が、受診できずiこ、重症
イ掛る事件が続発していますこ　政府骨身が高
紺を定義づけ刊、るように、複数の病繋．を持つ高
齢者からも保鵬正を取り上げるということは、国が
高齢者や医療には責任を持たず、見捨てることに他
なりま軋　まさに妖桧山です。
橋董・持薬・手術に毛利臓が
そればかりで署まありません，医療内容が大きく市脹艮

されています；まず列森田ま、髄　　　のの勃秦鞍
部轍、麓額闘　とし、保険醜こ上勝シ功ナら
れました。検査・投薬・手術などが制限されますこ

また∴主泊医は二人∴主病は一つを基本とする「高齢
者担当医詩仙　も導入されました。当面は袈囁腔す猟
これを選択した固持ま白餅嘩評酬て、

早く退院させると病院に報酬が
鼎ま　臓軌　を作って早期に退院させ

た病臥ま報酬を増やします∴入院では閻髪計
画　を作って早期にi邸完させた病院〈凋報酬を増やし
ますも　終末期の延命治療を行わない「誓約書」
・や、職　を遜尺させて退院さ㈱＼
の報酬も増やす閤改り」の推進は、あ
まりの世論の反発に∴政府も中止しました。
2012年までに、38万床の療養病床

を15万床に削減する引画は、2006年
の小泉内閣の一連の医療大改悪で強行議決
され、着々と進めらオTています。

本当に財源lさないのか
高齢者の医療費を削減するために、考えられた「後
期高齢者医療制度」。本当に日本には財i寂がないの
でしょうかも　日本の企業の税・保険料負担は、ヨー
ロッパの6～7割ですン法人税の音域耕蠣集への
優遇税制を十年前に戻すだけで、7兆円の財源が生
まれます；軍事費やムダな大型公共事業もやめれば
更に財源は生まれますも　平成元年に導入された消費
税は「福祉目的税」と言われましたが、社会保障は
悪くなる一方ですも

衆議院でも廃止にしてl謬しい
鮒・与党は、国民の世論におされ、一部凍結や見

直しを言い出しました。しかし、骨格はそのまま堅持
すると言ってはさまかりま軋

「後期高齢者医療制度」革ま、断頭勺な最低限
度の生活を保障している穀25条にも、法の下の平
等をうたった憲法14条にも違反している、紋
の制度です；生活と髄を守る会では、この違憲性に
対し裁判を起こしていますも　人間の尊厳をふみにじ
る、寿乱戦ヽじめのこの制度は、政治的立紡越えて、
一丸となって廃止に通し、こんでいきましょう。国会で
も参議院では　り落心霊熟　が可決しました。衆議院で
もきちんと審議して、ひどい内容を明らカヰこして「廃
止」させ‘ましよう。（「はらまち九条の会」会員）
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春男讐詣粗野瓢紆驚脚諾驚早欝島霊呂監
よう」と3回も繰り返し話されたそうで丸⊥ま昼J旦寧華朝台が共同して国際救助隊を作ろう」という＿－＿＿＿・．・．．．1＿．．＿－▲＿＿＿＿l．．＿＿L＿！±ニー′◆tヨヨ≧早　「hlヨヨl－ピコ‘去；

た大きく掲軌中国に自衛
フ下ン汀ヽ′Vlコニ刑．X ．＝■」日日∵事′【‾＼ヽ▼二7 一ヽ一〉ノー′－′■コ■■ヽ・一′‾■■‾▼‾鵬‾■1‾「‾日‾■▼－’▼‾‾‾‾「‾■一隊ガ行く時代です∴改憲に仮想敵国を作って軍備強化の時ではなく・災害に鹿える方頒 し1選択です。哲学者カン
トも 博 備軍はいずれ いっさい廃止されるべきである」と言っていま坑 そういう政治家はい乱 1のか ！

彊 ∃≡■艦蓬 那 l唄 試猫 亜蓼 租 雌 ■l ヒ弓配り、こうして蝶華や収監まれ与の

ラ詔 窮 屈 閉 藷 と併 記 だ章票も妄 適 等馨匙 蔚 霹

メリカのイラク侵攻。ところが7 月7 日、歓迎している 憲法で保障されてい
はずのイラクのマリキ首相は 「米車撤退の日程を設定し だって検察に狙われ
てほしん1。米軍駐留は鰹了だ」と公言しました。 石油高鷹、P 民鯵
プッシュ大統領の2 0 0 3 年3 月2 0 日以来の対イラ ガゾ」ンが1 8 0

ク侵攻戦争は何だったの机 それに盲従してきた日本政 常な高胤 ガゾ」ン
府に責任はないの机 結局はアメリカの軍需産業が肥え 政府の政策しかない
太。潤うための戦争で、米国自らの赤字を増やし・世界 の政府与党。農業政
経済を確実に破壊し、人間を荒廃させているだけです8 自給率を上げる工夫

誓 投投 勝

るのに。「九条の会」のビラ
るようになるのか？怒ろう！
薇賓に期待するしか等い ！
円をこえ、漁船の燃料費も異
税を減額するなど、頼るのは
のに、何にもしない無為無策
策も全くの無能無策で、食料
など真剣に考えているのかり

藩 務 局 よ りl
他 九 条 の会 行 事l

◇大書権の巾ン凡 釧 鱒とう三部 l零す。会員以外の万からも寄付をいただき・

感激です。でも正直申し上げてやはり、「人やお金を集めるということは大変
なことですね」と事務局で、お互いに顔を見合わせたりしています。

藩 麗 瘍 靂 無 霹 築 還 腰

約1 6 0 乱 郵送もこれまではキチンと届いていましたが、移転 箪一、、
もしていないのにここ数ヶ月、「宛先不明」で戻ってくるものが出てきま
した。「アパートやマンション名も書かないといけない」とのこと。民営
化で不親切になりました．受験の時期など 「宛先不明」で受験票が届かな
かったらと、心配しています。「郵便小為替料金が高くなったためカンパ
は千円だけ」との会員も。これも小農内蘭の奪取民望他夜寒のせいです。

○小高卒 郡 の つ と い 屏

・8 月 I O B （8 ）
日用 ○～ 15：〇〇

・小高区浮轟文化会蕗
・主催 ：小高平和を考える会
・展示 ：パネル ・小高区
の戦没署名 ・戦争遺品

・絵本コーナーなど
占張 篭鵠 掌 の会

「鞋 争 と平 和 屏 」

8 月下旬に開催予定
○甲縞 ヂ 現 璧 オ

タネル写真展」

・7 月 2 2 ～ 2 4 日
・三春交流館

○椿鳥地区九条の会
親子での戦跡め ぐリ

○いわ宣布 で

・9 月2 8 8
r中村暫繊揮金」

亘慧誠 詳芋茎巨芽甜吉雷調 音三も召（市外用事鯵 TELO 2 4 4 ）

暦繁抗董琵撃

氏の提案寄稿文も、東京大准教授


